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平成 30 年度「中京大都市圏づくりセミナー」 

｢リニア開業による対流・交流を生かした中京大都市圏づ

くり｣ 

日時 平成 30 年 11 月 27 日（火）14:00～16:00 

場所 名古屋国際センター 別棟ホール 

≪主催者あいさつ≫ 

愛知県政策企画局長 横井 篤史 

≪講演「スーパー・メガリージョン構想」について≫ 

講師 

国土交通省国土政策局 計画官 岸 弘之 氏 

皆さんこんにちは。ただいま紹介いただきました国土交通省で国土政策局計画官を

しております岸と申します。本日は、国土交通省が設置しています「スーパー・メガ

リージョン構想検討会」の現在の検討状況をお話させていただきたいと思います。 

さて、皆さんご存じかもしれませんけれども、「スーパー・メガリージョン構想検討

会」を立ち上げた背景は、リニア中央新幹線の整備でございます。品川－名古屋間が

40 分、大阪までが 67 分で結ばれる計画でございます。開業予定は、2027 年、そして、

財政投融資の活用による最大の前倒しにより、大阪まではその 10 年後と計画されて

おります。名古屋から中津川市に立地する岐阜県駅までは約 15 分、飯田市に立地す

る長野県駅までも 25 分という近さになります。 

 しからば、我々がどうしてこういうことを検討しているかということでございます

が、私どもは「国土形成計画」というものをつくって、それを推進するという部署で

ございます。スーパー・メガリージョン構想の検討につきましては、平成 27 年８月

に閣議決定をされました新しい国土形成計画、全国計画に次の記述がございます。「リ

ニア中央新幹線の整備は、世界からヒト、モノ、カネ、情報を引き付け、世界を先導

するスーパー・メガリージョンの形成が期待されますが、スーパー・メガリージョン

の形成に向けましては、効果を最大化し、全国に波及させる」、ここが大きな目的です

が、効果を全国に波及させることを目的にスーパー・メガリージョン構想の検討を行

い、それに基づく施策を推進するとされております。そういう意味を含めまして、今、

構想の検討を行っているところでございます。 

 では、スーパー・メガリージョンとは何か、ということでございます。世界の競争

は、国家間の競争から都市間、都市が連なったメガリージョン間の競争になっている

と指摘されております。左の図は、世界各国と我が国の GDP の比較ということで、三
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大都市圏というのは現在においても、ヨーロッパの国などの１国に匹敵する GDP を有

しておりますけれども、三大都市圏を合わせればイギリス、フランスを上回り、ドイ

ツに迫る勢いとなります。国際競争を勝ち抜くためにもリニア中央新幹線の開通で三

大都市圏が一体化し、一つの経済圏となるスーパー・メガリージョン、メガリージョ

ンの上にスーパーを付けて我々は呼んでおりますけども、スーパー・メガリージョン

の形成を期待しているところでございます。 

 世界にもメガリージョンと呼ばれるような所はいくつかあります。ここは、私達が

独自に範囲を定義いたしまして数値を示しているところでありますが、例えば、中国

の「珠江デルタ」、アメリカの「シリコンバレー」や、ボストン、ニューヨークからワ

シントンに至る「ボスウォッシュ」と言われているメガリージョンがございます。三

大都市圏の合計を左に書きましたけれども、そうしますと GDP や人口、圏域内の移動

時間を見ても、リニア中央新幹線が結ぶ新たな圏域、三大都市圏を一体化したものは、

世界でも巨大で、そして、移動に便利なメガリージョンとなります。 

ただ、競争ですから、他のリージョンもいろいろな動きがあり、珠江デルタでは、

香港－広州間の高速鉄道ができたということで、広州－深圳 29 分、香港まで 47 分で

すし、香港－マカオ間の海上橋が今年 10 月に開通をいたしました。ワシントン、ニ

ューヨークの間も超伝導リニアを通すというような将来構想もあります。世界のメガ

リージョンとの競争がさらに激化するということで、この中で勝ち抜いていこうとい

うことだと思います。 

 そういう中で、国土交通省に「スーパー・メガリージョン構想検討会」を設置いた

しまして、現在、検討をしているというところです。検討会は、家田先生を座長に、

本日ご講演いただく坂田先生、その他外部有識者、中部経済連合会を含みます経済団

体の方々、合計 14 名で構成しております。検討会の論点としては、三つございまし

て、中間とりまとめ、今年の夏に一度とりまとめをしておりますけれども、それは、

主に論点１と書かれている所の議論をしてきたところであります。論点１は将来展望

のようなところになりますけれども、経済、産業の構造や人々の暮らし、価値観等が

今後大きく変わっていくという中で、リニアやその他の高速交通ネットワークの整備

によって、交流・対流に要する時間の劇的な短縮が、ビジネススタイル、ライフスタ

イルにどのような影響を及ぼす可能性があるかという点でございます。論点２につき

ましては、論点１において明らかにされるリニア等の整備効果を「引き出す」ため、

各地で共通して取り組むべきことは何だろうか、ということ。論点３につきましては、

論点２を踏まえまして、そういう「引き出す」ための国土デザイン、地域デザインの

基本的方向はどういうふうに設定するかという点でございまして、今、この点につい

て議論を始めたところでございます。 

 これまでの経緯でございます。昨年の８月に設置しまして、９月に第１回の検討会

を開催いたしまして、今年の７月に中間的なとりまとめをして、先ほど申し上げまし

た論点２、３について今後議論を進め、来年の夏頃、最終的なとりまとめをしたいと

いうことです。これまでの開催状況を書いてございますけれども、合計 15 回開催を

いたしました。中間とりまとめでは、様々な分野の経済界の経営者の方々を中心に、

合計 17 名に及ぶゲストスピーカーからご発表いただき、また、本年 11 月からは、関

係の自治体や経済団体からご発表をいただいているところです。今月の 16 日には、

愛知県、名古屋市からもご発表をいただきました。ありがとうございました。次回 12
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月には、委員でもある中部経済連合会の中村副会長からもご発表いただくことを予定

しているところでございます。 

 これが中間とりまとめの目次になります。タイトルとしては「人口減少社会にうち

かつスーパー・メガリージョンの形成に向けて」といたしまして、スーパー・メガリ

ージョンにより課題を解決していこうという考えと、サブタイトルといたしまして

「時間と場所からの開放による新たな価値創造」とし、リニアの時間短縮効果をどう

生かしていくかという考えを込めてございます。第２章と書いてあるところが、先ほ

どの論点１についてのとりまとめということになりますけれども、最初に、アジアダ

イナミズムの進展、あるいは、世界との都市間競争、産業構造や価値観の変化、少子

高齢化や災害リスクなど、我が国が抱える課題等について記述をいたしまして、次に、

リニア中央新幹線がもたらすインパクトということで、移動時間の短縮による交流機

会、あるいは、交流時間の拡大が新たなイノベーションを生み出すとともに、多様な

ビジネススタイル、ライフスタイルの選択肢を持てること、スーパー・メガリージョ

ンの魅力を増して海外からの人材・投資を呼び込むこと、三大都市圏を結ぶ大動脈の

二重系化による災害リスクへの対応強化について記述をしてございます。 

 中間とりまとめは論点１についてするということにしておりましたけども、ゲスト

スピーカーからのお話の中には、論点２、あるいは、論点３についても多くのご意見

をいただきましたので、第３章ということで現時点でのとりまとめとしております。

そこでは、正のスパイラルを生み出し、世界を先導するスーパー・メガリージョンと

いたしまして、我が国の経済を牽引する三大都市圏、多様な人々が交流する中間駅周

辺、広域的に波及するスーパー・メガリージョンの効果について記述をしております。

先ほども言いましたように、来年の夏を予定しております最終とりまとめに向けて、

その議論につなげるということで記述をしたものであります。 

 中間とりまとめは国土交通省のホームページに掲載しております。検討会の資料だ

とか、議事概要についても公開をしておりますので、お時間のある方は見ていただけ

ればと思います。 

 最初に、背景ということで、ちょっとだけお話をさせていただきたいと思います。

中間とりまとめに沿って内容を簡単に紹介いたしますけど、我が国が直面する課題と

して、人口減少、少子高齢化が言われております。我が国の人口は、2008 年の１億

2800 万人をピークに減少をしてきており、高齢人口は増加し、生産年齢人口、若年人

口は減少していきます。生産年齢人口は 1995 年頃をピークに減少を始めまして、2045

年には 2015 年より 2100 万人と 30％弱の減少が予測されているということで、愛知

県におかれましても、既に自然減となっていると思います。今後、人口が減少すると

予測されているところでございます。 

 ただ、高齢者が増えるということでございますが、悲観するばかりではないという

ので、この図を出しております。左は、体力・運動能力テストの結果でございます。

それは、年々向上しておりまして、20 年前くらいと比較しますと、あと何年かで 10

歳若返るというくらいの結果となっております。また、右側の方ですけども、60 歳以

上でも起業する方というのは多くなっているということで、先ほど言いました生産年

齢人口は減少しますけれども、高齢者が増える可能性があるというところでございま

す。 

 次に、日本の強みでございます。我が国の高速交通ネットワークということですが、
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1964 年、この前の東京オリンピックの開催を契機といたしまして整備が始まりまし

て、左の上は 1965 年時点でございます。名神高速の一部と東海道新幹線が開通した

というところです。それから二十数年後、右上の 1988 年では、東京から路線が放射

状に伸びているという状況でございますが、その 30 年後の現時点というのは、今年

の３月 31 日時点にリニア中央新幹線を重ねておりますけれども、まだ、ミッシング

リンクというところがあちらこちらございますけれども、全国でようやくネットワー

クとして結ばれてきたということであります。高速交通ネットワークを強みとしてリ

ニア中央新幹線との結節性を強めるというのが、スーパー・メガリージョンの効果を

全国に波及させるという上で非常に重要だということだと思います。 

 リニア中央新幹線が大阪まで開通すれば、鉄道利用であれば、片道４時間圏域、こ

れは日帰りが可能な圏域というふうに考えておりますけれども、名古屋からだと北は

山形、盛岡、西は高知、熊本まで広がるということであります。表には、名古屋から

県庁所在市までの所要時間の変化を示しています。オレンジ色の線のところでござい

ますけれども、大分、広がっていくという状況です。 

 技術革新によりまして、社会も変化をしてまいります。現在の情報社会の次の社会

を「Society5.0」というふうに政府では位置づけております。経団連の方では、最近、

「Society5.0」という５番目の社会につきましては、「創造社会」というふうに名付け

たようでございますけれども、人工知能や IT 化が非常に進んだ超スマート社会とい

うことで、左下にありますような、自動化、遠隔・リアルタイム化、右下の人工知能

やロボットが本格的に導入されると予想されております。あらゆるものがデジタル化

する知識集約型の社会であって、データ駆動型の社会というふうに変化をしていくと

いうことが予想されます。我が国としてもこうした変化に対応して、高度経済成長期

から続くこれまでの延長線上ではない、非連続的な転換を図りつつ、新たな価値を生

み出すことのできる産業を創出していくことが求められるということであります。AI

などの技術革新のスピードは大変早くなっておりまして、今後５年あるいは10年で、

これまで 50 年、100 年かかったような変化が生じると言われてございます。 

 そういう中で、新たに価値を生み出し続けていくことが何よりも大切だということ

でございますが、デジタル技術の普及によって、人と人とのコミュニケーションとい

うのは、より気軽に、より簡単に行えるようになったということでありますけれども、

こういう大量の情報が溢れる環境であるからこそ、そういうネットの情報だけでは新

しいもの、人とは違うところは生まれない。あるいは、相手との信頼を形成する、イ

ノベーションを起こす特別な情報を得るには、両者が相互に作用しあうようなフェイ

ス・トゥ・フェイスのコミュニケーションがより重要視されるという指摘がございま

す。左の図のように、ものをつくるというよりは、価値をつくるという社会への転換

が進むというご指摘、あるいは、新たなイノベーションにより付加価値を高めること

が求められますので、右の図のように、既成概念にとらわれない新たなアイデアとい

うものを、所属している組織の中だけでなく、外の様々な分野の人とのつながりがそ

ういう新たなものをつくる鍵となるというご指摘がございます。 

 高速交通により時間と場所の制約がなくなる、時間が短縮されるということで、ど

こに住んでいようが、どこに働きに行くかという制約がなくなるということで、様々

なビジネススタイルやライフスタイルが選択できるようになると考えられます。リニ

ア各駅から１時間というところを赤く塗っております。ですから、リニアの駅までは
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１時間、そこから１時間で大阪までは行きますので、またそこから１時間以内という

ことで３時間の中で、左の方に四角に囲ってありますけども、１時間圏というところ

で、7000 万人を超える人達が合計３時間圏域内で移動可能な範囲になってございま

す。例えば、三大都市圏と中間駅周辺とが融合して、都市と農村にまたがった仕事、

あるいは、暮らしというのが今後どんどん増えていくのではないのかということでご

ざいます。 

 次は、アジアダイナミズムについてでございます。アジア、特に中国の経済成長に

ついては、アメリカとの関係もございますけれども、今後、堅調に進展していくと想

定されております。2003 年時点で 5.1 兆ドルと日本の 1.4 倍だった中国の GDP は、

IMF の予測では、2023 年には 7.3 倍と大幅に伸びるというところに対しまして、日本

は 1.7 倍にとどまるというような予測でございます。ASEAN 諸国、あるいはインドと

いうようなところが大幅に伸びるのに比べて、日本はこのくらいだというような予測

がされているということでございます。我が国の地域別貿易のシェアにつきましては、

2017 年では対アジア貿易が５割を超え、将来においてはさらに増加するという予測

も立てられてございます。こうしたアジアダイナミズムにどう向き合っていくかとい

うのが、我が国の成長の鍵となると考えられてございます。 

 次は、観光の話です。先日、2025 年大阪万博の開催が決定されました。政府は観光

を我が国の成長戦略と地方創生の柱と位置づけまして、訪日外国人旅行者を 2020 年

に 4000 万人、2030 年に 6000 万人とする目標を掲げてございます。アジア経済の成長

による一人あたりの GDP の増加、あるいはビザの戦略的な緩和ということによりまし

て、2017 年の訪日外国人旅行者数は 2869 万人となりました。右の方にありますけど

も、そのうちアジアからのお客さんが 86％になってございます。今年は、地震だった

り、台風だったり、大雨だったり、自然災害が夏から秋にかけてございまして、伸び

は鈍化するというふうに思われますけれども、観光庁の発表によりますと、3000 万人

を超えることは確実のようでございます。また、旅行形態も団体旅行から個人旅行に

急速に移行し、リピーター数も増加しておりまして、旅行のニーズが多様化する中、

こういう変化に対応した質の高い観光サービスというものを提供していくというこ

とが求められると思います。 

また、リニア中央新幹線は災害リスクへの対応といたしまして、東京、名古屋、大

阪、この日本の中で一番動く大動脈を鉄道で二重化することに意義があります。さら

に、リニアという構造上、地震時の安全性が高いということから、災害後の持続的な

輸送が期待されるということです。ルートも少し中を通っておりまして、地震の揺れ

も少し小さいところを通るというところであります。 

最後に、中間とりまとめの構成に沿って、簡単に説明をさせていただきます。先ほ

ど申し上げましたような、直面する課題、あるいは、我が国の強みがございます。世

界に広がる価値観の転換など SDGs の採択、こういうのも流れとしては大きいと思い

ますし、多様な産業の集積や地域間格差が小さいということも我が国の強みとしてこ

れを生かしていく必要があるというふうに言われております。 

論点１の時間短縮効果がこのような価値を及ぼすというところでございます。この

中では（２）の「「時間」と「場所」からの開放による新たなビジネススタイル、ライ

フスタイル」の中に、これからは働き方が変わるというようなこと、ジョブ型雇用と

いうことで会社ではなくて仕事に対して雇用されるというような形になるという可
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能性、あるいは、人生 100 年時代と言っていますけれども、人生のステージモデル化、

学んだことを生かして働く、そして、また学び直して、また違う仕事で働く、何歳で

も積極的なチャレンジがされるような社会になるのではないかということでござい

ます。こういうことが、将来の変化とリニアのもたらすインパクトをまとめたところ

でございます。そのほか、暮らし、あるいは働き方というところでこの効果を最大限

に生かしていきたいということ、そして、論点３のところでは、三大都市圏の一体化

による巨大経済圏の誕生と我が国の経済の飛躍、あるいは、中間駅では多様な人材が

活発に交流するような地域になるのではないのか、それを広域的に波及することがス

ーパー・メガリージョンとして大切だと。ここのところにつきましては、現在、関係

の自治体の方、経済団体の方からご意見をいただいておりますので、これをもとにも

っと詳細なものにしていきたいというところでございます。 

 以上、大変簡単なところではございますが、これからもいろいろな方々のご意見を

いただきまして、議論いたしまして、来年夏頃には最終的なとりまとめをすることと

いたしております。以上、中間的なとりまとめということでございました。まだまだ

これから議論が続きますので、いろいろなご意見をいただければ幸いです。ご静聴あ

りがとうございました。 

≪講演 リニア開業による対流・交流を生かした中京大都市圏づくり≫ 

講師 

東京大学大学院工学系研究科 教授 坂田 一郎 氏 

皆さんこんにちは。東京大学の坂田です。今日は、我々がスーパー・メガリージョ

ン構想検討会の中でどのような議論をしているかということの一端をご紹介させて

いただくとともに、先ほど岸計画官から、論点が１、２、３と三つあるというお話を

されましたけれども、論点２、３についてはまだ結論は得ておりませんが、私なりの

考え方を今日はお話をさせていただこうかと思います。中京圏、特に名古屋周辺の都

市の整備につきましては、先般、スーパー・メガリージョン構想検討会で、愛知県、

それから名古屋市様が素晴らしいプレゼンテーションをされておられますので、私の

方からは、全国的な視点から見た中京圏というようなことに重点をおいてお話をさせ

ていただこうかと思います。 

そのときに考えないといけないことは、開通するのは 2027 年を目途ということで

すので、現在の状況を前提にしていてはいけないということであります。2027 年にな

ると、経済活動、それから社会に関しても、相当、様子が変わっている、景色が変わ

っているということを考えておく必要があります。その変わった景色において、折角

のリニア新幹線がもたらす可能性を、我々が最大限引き出すためにはどういうことを

考えていったらいいのかという視点が重要かと思っております。もちろん景色の変化

も早いのですが、一方で、準備のための時間も重要です。大きな変化に対応するため

には、やはり 10 年程度の時間が必要です。そのため、決してこれから開業までの 10

年弱の期間は長いとは言えないのです。そういったことで、2027 年の新しい景色を展

望し、それに対してバックキャストして、現在、我々がやるべきことを考えていく、

そういったことをすべき時期にあろうかと思います。 
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まず、最初に少し自己紹介ですけども、このあとの話題とも関連してまいりますが、

私は大学では、主にデータサイエンスを活用した社会、経済の分析と、それによる意

思決定支援というようなことを取り組んでおります。それから新しい科学技術の研究

が、今、世界中で大幅に増加している中で、そういったものの知見を構造化し、我々

が必要な知見を抽出する、もしくは将来、世界的に見てどういったような研究テーマ、

研究領域、それらを利用した新製品、そういったものが注目されそうかと、そういっ

たようなことを予測するというような研究をやっております。 

それ以外に、ビックデータを活用して意思決定支援につなげるというような研究も

しております。いずれにしましても、全体として機械学習、ネットワーク分析、テキ

スト分析といったようなものを合わせた研究を進めております。後ほど申し上げる第

４次産業革命という意味では、機械学習、ネットワーク解析、画像解析、音声認識、

そういったような知見が爆発的に成長を見せておりまして、そういったものの影響を

我々も合わせて考えていく必要があるようなタイミングであります。 

この部分について、まちづくり、都市づくり、地域づくりと関係がありますので、

少しだけご紹介をしたいと思います。これは、リニアの経路上にはありませんけれど

も、典型的な産業都市ということで、浜松の地域経済圏の内部構造を可視化してみた

ものであります。この一つ一つの点が一つ一つの企業に対応しておりまして、点の間

をつないでいる線がありますけれども、これは取引関係を表わしたものであります。

浜松圏域で主要な、中小でも代表的な企業はデータとして取得しておりますけれども、

そういった企業群の取引関係を構造化して示すとこういった形になります。上の方に、

高さをつけておりますけれども、高さをつけているのが、浜松でいう城主的な企業で

ありまして、本田さん、スズキさん、ヤマハさん、ヤマハ発動機さん、それから浜松

ホトニクスと、こういった企業に高さを付けております。見ていただきますと、この

辺は中堅、中小企業群が密集する形になっていまして、特に自動車及び発動機系の３

社は、この辺の中小企業群の生態系を共同して利用するというような姿であることが

見て取れるかと思います。一方で、浜松ホトニクスさんは海外志向の非常に強い会社

ということで、地元へのつながりの程度は自動車系の３社に比べると少ないというこ

とが分かります。地域の真の姿は、こういった経済圏の中で互いに競争しつつ協調し

ていると。それから、こういった取引関係は、企業の皆様はよくお分かりかと思いま

すけれども、ある種の信頼関係があるということの証明でありますので、こういった

信頼関係のパスを通じて様々な暗黙知が共有されているというのが、地域の真の姿か

と思います。スーパー・メガリージョンにおきましても、このように地域を多く連結

をするというような観点から考えていく必要があろうかと思います。 

それから、後ほど「遠距離交流」という言葉を使いたいと思うのですが、その前座

ということで、このスライドを持ってまいりました。今度は長野ですが、長野県に立

地する主な企業をマッピングしたものです。これは、我々、独自の指標でマッピング

をしていまして、縦軸は何かと言いますと、これを「ハブ度」と呼んでいるのですが、

当該企業を取り巻く先ほどのようなコミュニティの中で、城主的な、そのグループの

リーダー的な、役割の大きい企業はハブ度が高いというふうに定義しております。そ

れから、横軸の「コネクター度」ですけども、これは地域に存在している多くの中小

グループの間をつなぐ役割の程度の高い企業、これをコネクター度が高いというふう

に定義をしております。例えば、学校のクラスの例でいいますと、学校のクラスの級
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長さんのような方は、おそらくクラスのまとめ役ですのでハブ度が高いと。それから、

級長さんの中で、学年に４クラスあったとして、学年の４クラスをさらに束ねている

ようなお子さんはコネクター度も高いと。これから必要となってきますのは、そうい

ったコネクターハブ度、こういったような役割の大きな企業の存在であるかと思いま

す。こういった企業は経済活動においてどういう地位にあるかというと、自分が属す

る集団の取引をまとめて何か製品を、もしくはサービスをつくりだすとともに、他の

集団とつながっていますので、そこから情報を仕入れたり、そこに情報を提供したり、

そこから新しい知恵を取り込んだり、情報を取り込んだり、もしくは逆に、自分たち

の情報を発信したりと、そういうような役割を果たしている企業でありまして、地域

的に見ると、そういった企業の果たしている役割は、当該企業の売上高以上に大きい

と考えるべきかと思います。特に、遠距離交流を果たしている企業というのは、今の

ような、製品、サービスが非常に早いスピードで革新していくような時代において、

外から、ポテンシャル、可能性に関する情報を取り入れ、一方で、外から襲ってくる

脅威に関する情報を早く集団にもたらすという意味での価値も高まっていると思い

ます。 

それからもう一つ、これから 2027 年を展望しますと、産業構造においてどういう

ことが起こりうるのかということの例として、このスライドを持ってきました。これ

は何をやっているかといいますと、先ほどのような企業の取引関係に着目しているの

ですが、2010 年から 2014 年までのデータを用いていまして、その間に企業が持って

いる取引関係がどれくらい変化しているのかということを分析したものです。こちら

にありますけれども、「ジャガード係数」というふうに言っておりますが、端的には、

取引が変化した割合をΣ以下のところで表していまして、例えば、この間に取引関係

が２割だけ変化したというような場合は、こちらが 0.8 になって、１引く 0.8 が 0.2

と、こういうふうに計算されるというようなものであります。これは東北地方の企業

についてグラフに表してみたのですが、取引関係を見てみますと、企業ごとに、ほと

んど変わっていない企業、それから、この辺は半分くらい、この間に取引関係を変え

ているような企業、それで、中央値を見てみますとだいたい 0.2 ということになりま

す。この東北地方では、だいたいこの間に 20％くらい取引関係を変えているというこ

とが分かります。取引関係は、一つの、企業間の信頼関係を表すものであるとともに、

事業の構造を示すものであります。取引関係がある程度変わるということは、事業が

変わっていくということの証左でもあります。おそらくこの辺で、しかもサバイブし

ている会社は、事業構造を相当大きく変えているということを推測することができま

す。 

これを地域ごとに見ますとこういうふうになっていまして、この辺、0.1 ちょっと

くらい、県ごとに見て、あんまり取引関係が変わっていないような地域と、この辺、

宮城県などは 0.23 くらい変わっていますので、宮城県とこの辺の県では、取引関係

の新陳代謝で見ると、倍ぐらい違うということが分かります。ちなみに愛知県はここ

にありまして、全体の中で見ると、取引関係の新陳代謝がそこそこ高いというような

地域かと思います。それで、宮城県が、なんでこんなに高いかということを考えます

と、一部の方はお気づきかもしれませんけども、この間に東日本大震災が起こってい

ます。東日本大震災によって事業構造が変わってしまったり、新しく企業が入ってき

たりというようなことが起こりましたので、宮城県はこの辺にあるのではないかと
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我々は推測しています。東日本大震災の場合は不慮の事故によるものですけども、今

後 2027 年を考えますと、おそらく全体としてこの数字が右側に寄るということを考

えておく必要があると思います。産業構造も大きく変わり、取引関係も変わり、どう

いう企業とつながっているかも従来に比べると流動化していくといったようなこと

が予想されるかと思います。 

【第１部 AI とデジタル革命がもたらした５つの変革】 

今のようなことを前置きにさせていただきまして、次に本題に入りたいと思います。

まず、メガリージョンを考える前に、我々、2027 年にどういうような景色を考えてお

く必要があるのかということについて私なりにお話をさせていただきたいと思いま

す。やはり言うまでも無く、パラダイムシフトの原動力、景色を変える原動力は AI で

あります。AI に関しては、これまで第１次、第２次、第３次産業革命ということで、

今回は、皆さん第４次産業革命と呼んでいるのですが、第３次までは小学校の教科書

でもどういうものだったかということは書いてあると。ところが第４次産業革命につ

いては、ここにあるように、「デジタル革命」だとか、「スマート社会」だとか、「ソサ

エティ 5.0」、それからドイツでは「インダストリー4.0」といったような名前が付け

られているのですが、本当に、新しい産業革命の特徴は何なのかと、根源的な特徴は

何なのかということになりますと、第１次、２次、３次のように、まだ我々も十分に

理解しているわけではありません。経団連さんも名前は付けられていますけれども、

まだ仮説に過ぎなくて、本当にそれが本質かどうかというのは、我々もまだ見極めら

れていないというような状況にあります。そういった中で、我々は将来を展望する必

要があるわけです。 

先ほどのパラダイムシフトを支えるものとしての要素は大きく三つありまして、一

つは、電子的な情報量が急激に増えていると、それから２番目は、サイバー空間が急

速に拡がっていると、それから３番目が、この電子的な情報とサイバー空間を十全に

利用するための人工知能の革新が続いているということになります。詳細は申し上げ

ませんけれども、代表的な分野としてはこういう分野になるわけであります。この中

でも、特に最近革新が顕著なのは機械学習、深層学習による画像認識であるとか、音

声認識という領域になります。 

実際に、サイバー空間を飛び交っている情報がどれくらい増えているのかというこ

とを見てみますと、これは総務省さんの統計ですけれども、こういうスピードで増加

しているということになります。間もなく５Ｇの時代が来ると思いますけれども、簡

単に想定できないような情報量が、すごい情報量が 2027 年には飛び交っているとい

うことを想定する必要があろうかと思います。その原動力となっているのが、こうい

うところにあるような新しい技術とそれを利用するユーザーであります。そういった

ことによって、先ほどの中間とりまとめの副題にもありましたけれども、こういった

情報量の増大によって、我々は時間や距離から徐々に解放されていくと。それから、

現在、都市と地方の格差の問題が言われていますけれども、地方にとってみると、新

しくその格差を逆転できるといった新しい可能性が発生するだろうというふうに思

います。それから、こういった時間と場所を選ばないというような環境は、相対的に

見るとインクルーシブな環境を我々社会に提供してくれるものだというふうに考え

ています。 
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そういったような環境下で、全体としてどういうようなパラダイムシフトを考える

べきか、ということであります。第１次産業革命の後、この辺のところは、農業を始

めとしてこつこつまじめにやることがいいことだし、それが勝利につながるというよ

うなことであったかと思います。第２次産業が中心の時代、工業化時代、それから、

工業化から脱出してサービス化したとはいえ、現在の新しい産業革命が来る前の時代

は、大きいことがいいことだと、大きい会社が基本的には勝利しやすいというような

傾向があったというふうに思います。何故かというと、大きくないと、例えば、物理

的に商品を生産することもできませんし、それから、生産した商品を市場に届けたり、

消費者に対して訴えることも難しかったということになります。例えば、テレビしか

なかった時代は、小さい会社が多額の広告費を出して、自社の商品をマーケティング

することは、実際上、非常に難しかったというふうに思いますけれども、現在、こち

らの時代に入りますと、インターネット、ユーチューブだとか、あちこちでどのよう

な会社でも自分の商品をマーケティングすることは可能ですし、ユーチューブになる

と、個人の作成するユーチューブが非常に多くのビュー数を記録するということもあ

りますので、そういう時代とその前の時代、この時代はいずれにしても大きいことは

いいことだと、大きいことが競争力につながっていた時代と思います。その時に、こ

の真ん中にありますような、例えば、マテリアルサイエンスだとかいったような、工

業化時代の日本の製造業における強みが中心的なところに座っていたというふうに

思います。現在は、サイズから解放されて、小さい企業、もしくは個人でも、場合に

よっては大きな勝負ができる時代に入っていまして、そういったときに勝利の要因は

なんだろうと考え詰めてみますと、ここにありますけども、皆で知恵を出し合うとい

うことではないかというふうに考えています。やはり、非常に創造的なもの、これま

での我々の固定観念の中にはなかったようなものを生み出していくためには、皆で知

恵を出し合うということが非常に重要ですし、それから、皆の中でも、特に多様なメ

ンバーで知恵を出し合うということの価値が高まっているのではないかと思います。

同じメンバーだけですと話も尽きてしまいますし、それから、これは「弱い紐帯の価

値」と言われていますが、オーバーラップがなるべくないようなメンバーで知恵を出

し合った方が、イノベーティブな発想が生まれるということが知られております。そ

ういった多様な人々の間で知恵を出し合うことが大きな価値につながる、そういう時

代に入ってきているというふうに考えております。 

そういったようなデジタル革命によって、今、起こりつつあること、もしくは既に

起こっていることを五つほどあげてみました。これだけではないと思いますけれども、

我々がよく目にするような現象を捉え直してみますと、この少なくとも五つは、今後

の都市社会を考える上で踏まえておく必要があるだろうというふうに思っています。

一つ目がロードマップの消失、二番目が社会的な価値、もしくは捉え方の変化、三番

目が、これは我々が勝手に付けた名前ですけれども、期待値ビジネスの成長、四番目

が事業ドメインの再定義、五番目がそういったものの原動力ともなってきているリア

ルタイムビックデータであります。この五つについて少しづつご説明をしたいと思い

ます。 

まず、ロードマップの消失ということですが、ロードマップというのは、将来に対

する展望を共有するためのツールをロードマップというふうに呼んでおります。例え

ば、非常に有名なのが半導体のロードマップですけれども、半導体の場合は「ムーア
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の法則」という法則があって、集積度がどういうふうに上がっていくかということに

ついて、皆さんの展望と期待が共有をされていると、それに応じた、半導体に関して

もいろいろな役割があるわけですが、材料をつくる人もいれば、露光装置をつくる人

もいれば、それから半導体そのものをつくる人、それからその半導体を使って製品を

つくるような方々、多様な人たちがいるのですが、皆さんの期待が一致しているとそ

の期待に沿って皆さんが動くものですから、必ずしも契約関係とか合意形成がされて

いなくても、社会全体として見ると、そちらの方向に向かって全体が早く動くという

ようなことが知られています。半導体がこれだけのスピードで進化してきたのは、半

導体に関してロードマップが共有されてきたことが大きいというふうに言われてい

ます。一方で、今、我々はロードマップを持っているのかということを考えますと、

非常に心許ない、率直に言うと、我々はロードマップを持ち得ていない、そういう時

代に入っているのではないかと思います。例えば、今、経済において、特に、データ

社会において非常に大きな力を持っている企業、GAFA というふうに言われています

が、GAFA というのはいつ生まれたのか。アップルはこれよりも前に生まれていまして、

グーグルがこの辺で創業、それからアマゾンがここで創業、フェイスブックが 2004 年

ということで、フェイスブックの 2004 年創業を最後に、今の経済において非常に大

きな力を持っている GAFA は出揃っているわけですね。2004 年の段階で、彼らの想定

しているビジネスモデルというのも会社の中には既にあるという状態であったと思

います。それから今もう 14 年経っているわけですけども、この頃に我々が現在のよ

うなデータ駆動型社会を想定できていたかどうかというと、非常に否定的な意見が多

いのではないかというふうに思います。何らかデータ駆動型になるとは思っていたか

もしれませんけども、例えば、今のように誰もが LINE を使っていて、それから私の

研究室でもほとんど連絡は LINE と Slack なのですが、Slack はもう誰でも使ってい

るとか、それから AlphaGo が 2015 年に名人に勝利していますけれども、ここまでの

展開を予想できた人はほとんどいないんじゃないかと思います。しかしながら、振り

返ってみると、2004 年には本当にプレイヤーは出揃っていて、予測しようと思えば、

本来は賢明な人がいればできたかもしれない。しかしながら、今の社会はそれほど単

純ではなくて、こういった大きな展開を、しかも急速な展開を、我々、読み切れない

ような時代に入ってきているというふうに謙虚に考えておく必要があるかなと思い

ます。過去のことはしょうがないのですが、今後を考えたときも、我々、何となくこ

んなふうになるだろうという予測はあるわけですけれども、それをあるべきロードマ

ップというふうに勘違いしてはいけないというふうに思います。予測することはいい

ことなのですが、しかし、我々が見通し尽くせないというふうに考えて準備をするこ

とも大事かというふうに思います。 

それから二番目が、「社会における価値の変化」ということであります。急速に今、

SDGs という言葉が普及しているというのが、典型的な変化の現れであります。SDGs は

皆さんもうご存じかと思いますけれども、2015 年に国連が提唱した開発の目標であ

りまして、2030 年の目標像を 17 のゴールとして表したものであります。2015 年に発

表されてからまだ３年しか経っていないのですが、既に、国会でも経団連でも官界で

も多くの人が SDGs のバッジをつけるというような状況になっています。世界を見渡

してみますと、ヨーロッパではかなり普及していまして、アメリカでは、ワシントン

ではちょっと普及していませんけれども、ワシントン以外では、アメリカでも大分普
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及してきているかなというふうに思います。そこで浮上してきたのが、普通の市場で

の経済活動とあるべき社会と、この間にギャップがあると、このギャップを共同の努

力によって埋めなければいけないという認識であります。そのうちの一つがビジョン

なりゴールを共有するということで、それが SDGs でありますし、それから日本政府

がつくったソサエティ 5.0 というのも、オーバーラップも大きいですが、これもその

ための試みの一つであります。それから、世界で言うと、途上国、アフリカの問題に

つきましては、TICAD のようなものもこれに入ろうかと思います。それから、二番目

は実際に、経済と社会を調整するメカニズムを導入するんだというような動きも急で

して、昨今の ESG 投資の巨大化はその顕著な例になります。それから、これを埋める

ための新技術や新しいビジネスモデルの登場ということで、これは社会的な起業家と

いうふうに呼んでいますけれども、今、こういった起業家も社会にたくさん生まれて

いるというふうな状況にあります。今、純粋な経済活動で見通される将来と、それか

ら我々が望む将来、この間を埋めようとする努力が非常に盛り上がってきているとい

うのが現在の姿かと思います。スーパー・メガリージョンを考える際も、こちらでは

なくて、こちらを想定して、我々はメガリージョンの前提となる社会を考えておく必

要があるというふうに言えるかと思います。 

これは、世界において、特に SDGs だとか、それからソサエティ 5.0 の中で重要な

位置を占めるサステナビリティ、地球の持続可能性ということに関する世界の研究を

マップしたものであります。ちょっと、作り方は時間の関係で省略をいたしますけれ

ども、いろんな色がついていますが、それぞれがサステナビリティの中の中テーマと

いうものを表していまして、この一つのグループに数千本の論文が属しています。例

えば、この辺は何を議論しているか言うと、サステナビリティに関する土壌の問題を

議論していると。例えば、重金属による汚染だとか、そういったものを除去するため

の方法論だとか、社会システムだとか、それを未然に防止するための方法だとか、そ

ういったものを議論しているのがここの部分になります。それから、森林や生態系に

関する議論をしているのがここの部分でありまして、今、世界中でこの SDGs、 ソサ

エティ 5.0 の根っこになるようなサステナビリティに関する議論は、このマップで

230 万件含まれていると、これは、世界の学術論文の中でもかなり大きな集団になっ

ていまして、世界中でこれだけのことが議論されていて、かつ、急速なスピードでこ

れが拡がっていると。そういったものは、少しの時間差で、社会にこういった議論の

影響が及んでくるというふうに考えられます。 

典型的な例が、今、話題になっている紙のストローの話でして、プラゴミの問題が、

今、皆さんも認識をするようになって、プラスチックのストローをなるべくやめよう

というような動きが、急速に浮上しています。ヨーロッパではこれを規制しようかと

いう動きまでいっているようですけれども、このプラゴミとか、プラゴミから生まれ

たマイクロプラスチックの害というのが、さきほどのようなサステナビリティに関す

る研究の中でたくさん行われていまして、そういった知見が世の中に出てきて、今、

これを規制しようというような動きになっているわけですが、今日の議論との関係で

言うと、紙のストローだとか、生分解性のストローの開発もいくらかされているわけ

ですけれども、従来の考え方でいうと、紙のストローは、新聞情報ですけれども、１

本５円から 10 円、普通のプラスチックのストローは１本１円で、しかも紙のストロ

ーは紙の風味が多少あるということですので、機能性だとか、コストということから
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考えると、今のプラスチックのストローとは全然勝負にならない。ついこの間まで、

商品性が全くないというものだったわけですが、今、こういうプラゴミの問題がサス

テナビリティの関係で提示をされることによって、実は、紙のストローとか、生分解

性のストローも価値を持つかもしれないという時代に入ってきているわけです。我々、

固定観念だと、こんなものは当分、価値を持たないというふうに思っていたわけです

けれども、実は、それよりもかなり手前で価値を持ちうるというふうなことが言われ

るようになってきたわけです。典型的には、先ほど申し上げたような、社会と経済が

乖離し、我々の望む社会の方に向かおうという動きが経済活動にどういうふうに落ち

てくるかというと、こういう話であろうかというふうに思います。 

それから、三番目ですけれども、「期待値ビジネスの成長」ということです。今、ト

ヨタ自動車さんですが、時価総額を売上高で割ると、この計算した時点では、だいた

い 0.8 倍です。時価総額が売上高よりもちょっと小さいということです。ところが、

これも今、非常に有名な企業ですけれども、ここにあるような、いわゆる BAT といわ

れる中国の IT 系企業３社を見ますと、Baidu が８倍、 Alibaba が 19 倍、Tencent は

22 倍ということで、売上高から見た時価総額が非常に大きいと。売上高もこの３社は

今、すごく大きくなっているのですが、それ以上に、時価総額がものすごく大きいと

いうことなんです。トヨタが 0.8 倍ですので、まじめにこつこつやることと、期待値

を背景に大きく市場を席巻する、これの勝負と言いますと、こちらの方が、今、効率

よく勝っているというふうにも言えるかと思います。この８倍から 22 倍というのは

どうやって生まれているかというと、現在の売上高とか規模から生まれているわけで

はなくて、将来に対する期待からこれが生まれているということで、しかも、将来に

対する期待の割合がおそらく相当大きいというふうにいえるかと思います。今後、市

場で資金を集めて勝利していくということを考えますと、こういう社会の期待を世界

からどうやって集めるかということのインパクトを我々は重大視しないといけない

のではないかというふうに思います。中国の会社の話だけしますと、日本はちょっと

できないんじゃないのという話になってしまいますので、これは、東大周辺にいる日

本のベンチャー企業の例を見てみますと、そうでもないということが分かります。ペ

プチドリーム 112 倍、それからユーグレナは大分もう成長しましたので５倍、それか

ら最近話題になった PKSHA Technology ですけれども 169 倍ということで、うちの大

学では、大学発ベンチャーというのは期待値ビジネスでなければいけないというふう

に言っています。期待値ビジネスは、別に悪いことをしているわけではなくて、社会

の潜在的な期待に対して、どのように自分達の事業をミートさせるかということであ

ります。例えば、ユーグレナですけれども、もともとはバイオフューエル、サステナ

ナブルな燃料を目指して創業をしていますけれども、バイオフューエルは現在のよう

な状況でもコスト的に難しいので、最初は健康食品からいったわけですけれども、健

康な食というのは、やはり社会からの期待も高いというようなことであったかと思い

ます。ペプチドリームの方は、これは新しい医療です。こういったものに対しての価

値も非常に高い。PKSHA は AI ですけれども、こういったような形で、日本企業であっ

ても期待を捉えることはできるわけです。今後、2027 年になると、こういった期待値

ビジネスが席巻するような状況がさらに進むのではないかというふうに考えていま

す。 

４番目が「事業ドメインの再定義」ということで、従来は、子ども達の教科書でも
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１次、２次、３次となっていた訳ですけれども、実際に今、起こっていることは、こ

ういうような進化というのは、最早、現実的ではないということであります。実際に

起こっていることは、融合、若しくは再設計というふうに考えた方がいいと思います

けれども、皆さんご存じの植物工場ですが、植物工場はどういうものかというと、作

っているものは、もちろん農産物なのですが、生産方式は工場と同じで、さらに、ど

こに付加価値の源泉があるかというと、この工場を制御しているプログラムだとか、

アルゴリズムだとか、それから、その背景にあるソフトの知見、そういったものが付

加価値の源泉になっているわけで、そう考えてくると、こういったものというのは、

従来でいうとどういうふうに捉えればいいのかと。従来の定義では、簡単に説明でき

ませんし、古い枠組みに捕らわれて説明にいく必要はないのではないかというふうに

思います。隣は、友人が作っている生体センサーですけれども、彼はもともと物理が

専門なんですが、実際、今、やっていることは、こういうフレキシブルの生体センサ

ーですので、どちらかというと、医療健康系のことをやっていまして、物理学と医学

がこういった形で握手をしているというような状況になっているわけです。このよう

に、従来、政府統計にあるような事業ドメインというのは、最早、我々、前提とし難

くて、それによって経済社会を捉えることができないということになってきていると

いうことも考える必要があるかと思います。後のスーパー・メガリージョンの話で言

いますと、例えば、農業は、東京都市部には農業はないわけですけれども、こういう

特産的な農業ができるような地域と、それから、こういう工場をつくれる能力を持っ

た地域と、それから、AI の専門家、東京にたくさんいるわけですけれども、それが組

むことによって、競争力のある、こういう植物工場ができると、そういうような時代

に入っているというふうに考えるべきかと思います。 

それから、最後、５番目ですけれども、「リアルタイムビックデータの力」というこ

とです。よく、リアルビックデータとは言われますけれども、リアルビックデータを

さらにリアルタイムに活用するということを、我々、リアルタイムビックデータとい

うふうに呼んでいます。リアルタイムのレスポンスが可能になるということで、従来

できなかったことができるようになってきています。この規制改革会議ですと、規制

改革のどれかはもちろん重要なのですが、こういう既存の障壁があると、既存の障壁

を特定して、これをどけていこうというのが規制改革の主要な議論ですけれども、今

のリアルタイムビックデータや、それからサイバー空間の成長は、障壁が残っていて

も、これを飛び越えるといった力を我々に与えてくれつつあるというふうに考えられ

ます。我々、固定観念を持っていけないのは、ここに障壁があるということを、ここ

からこっちに行かないだろうということを前提に、様々な活動を組み立てたり、自分

のビジネスを組み立てていたりするわけですけれども、これを乗り越えられるという

ことなりますと、新しくチャンスも発生しますし、それから、場合によっては脅威も

発生するということになるわけです。 

これも、私の別の友人の教授がやっている研究とビジネスなのですけれども、アフ

リカのタンザニアで 1000 の村にソーラーキヨスクというのを設置しまして、電気の

量り売りというのをやっています。少量の量り売りですので、クーラーは動きません

けれども、例えばスマホだとか、部屋の照明だとか、そういったものには十分な電力

を量り売りしています。タンザニアのほとんどの地域は、無電化地帯でして、電気が

これまでない。当然のことながら電線はないという地域なのですが、そこに、村ごと
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に雑貨屋さんがありまして、その雑貨屋さんにソーラーパネルで発電をして蓄電し、

そこから給電できる装置を置きまして、そこに村人が歩いて給電にくるというような

ことをやっています。あと、充電済みのライトだとか、ランタンだとか、そういった

ものの貸し出しもやっているということなんです。従来の考え方で言うと、こういう

地域というのは、電線を、グリットを延伸するにはコスト的に全然合わなくて、多分、

先ほどの紙のストロー以上に難しいような状況で、電気は来ないだろうと想定された

地域であったわけですけれども、そこに対して、リアルビックデータを使って電気を

給電し、それに対してチャージをするというシステムを導入することで、このように

電気が通るという世界が生まれたわけです。従来は、太陽電池は置くことはできるん

ですが、そこから資金を回収することができないので、バッテリーがだいたい先に悪

くなるので、バッテリーがだめになった時点で終わりということだったわけですけれ

ども、現在、このビジネスですと、モバイルマネーでプリペイドしていただいて、そ

こから使った分だけチャージするというようなことを自動でやることによって、コス

トをかけずに資金回収をすることができるようになりましたので、1000 の村にも電

気が灯っているといった状況になっているのです。従来から見ると、とても無理な話

だったと思いますけども、現在の通信インフラ、それから、この場合は我々がつくっ

たわけではありませんが、モバイルマネー、それから、銀行口座はタンザニアにもあ

りますので、それにこの技術を掛け合わせることで、こういった不可能をも可能にす

るような事例が出てきているわけです。日本でも、現在、この技術を使った実証街区

を浦和地区に建設中で、来年の春には稼働します。 

今のような変化を踏まえて、リニア中央新幹線を活用した中京圏の対応について、

後半でお話をしていきたいと思います。リニア中央新幹線は、基本的に何を運ぶのか

ということなんですが、もちろん空気ではありません。人を運ぶわけですけども、実

際には、これだけ高速で運ぶわけですので、貴重な情報であるとか、それから、その

人が持っている知恵だとか、感性だとか、それから、何かへの期待といったようなも

のを運ぶのがリニア中央新幹線ではないかというふうに私は考えています。郵便とか

は別でしょうけど、物は基本的に運びませんので、こういった人と、人が持っている

ものが運ばれると。先ほど、計画官から、フェイス・トゥ・フェイスという言葉が何

カ所か出てきましたけれども、フェイス・トゥ・フェイスのもととなるのは、こうい

った個人が持っている特別な情報だとか知恵、それから、それを交換するときにフェ

イス・トゥ・フェイスで会わないといけないというのは、感性だとか、それから、顔

に浮かぶ期待だとか、こういったものを見て、人々は判断をしたり、発想したりして

いるわけですので、こういったものが運ばれるというふうに考えるべきではないかと

いうふうに思います。この可能性をどう活かすかということになります。 

先ほど、ちょっと長い時間をかけて申し上げた５つの変化に沿って、リニア新幹線

を活用して、どういう変化をすべきか、ということを考えてみたものですけれども、

一つは、ロードマップの消失に関しては、これは国土審議会の「稼げる国土専門委員

会」の方で付けた名前なのですが、「予定調和なき知的対流」といったものを増やして

いく必要があると。それから、価値の変化に関しては、幅広い社会の変化への鋭敏な

アンテナを持つ必要があると。幅広い社会ということになりますと、多様な社会との

つながりが大事になりますので、そういったつながりというのはリニアを通じてより

効率的に手にすることができるかと思います。それから、価値が変化しますので、常
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にゲームチェンジに備えないといけないと。同じゲームをやっていて、その同じゲー

ムのやり方がうまくなればいいというだけではないと。次のゲームに備えていかない

といけないわけですけれども、そういったときには、これも、リニアがいろんな地域

とつないでくれますので、ゲームチェンジに備えていろいろな準備をしていく意味で

は、我々は、それを効率的にすることができるということになるかと思います。それ

から、期待値ビジネスの成長を生み出さないと、次の社会においては、我々、勝てな

いというふうに思いますけれども、そのためには、社会の流れを読んで、次にどうい

うものが価値を生むのかということを想像する力、それから、自分達がこんなものに

価値があるのだということをビジョンとして世界に発信する力、こういったものが大

事になってくるわけです。先ほど、これも計画官からあったように、7000 万人のスー

パー・メガリージョンができれば、7000 万人の中における共有力というのも非常に大

きくなりますし、それから、7000 万人単位で共通のものとして世界に発信できれば、

世界へのビジョンの発進力も高まるものと思います。それから、事業ドメインの再定

義ということなのですが、これも、期待値ビジネスと対になるような話ですけれども、

事業ドメインを再定義するためには、遠くの存在とつながっていくこと、自分達が従

来付き合っていなかった世界に足を踏み入れて、そういったところと信頼関係をつく

って、つながっていくようなことが必要です。そういった力を遠距離交流力と呼んで

います。先ほども少しご紹介をいたしました。しかし、そうは言っても、常にどんな

ドメインがいいかというのは、なかなか我々も、あらかじめ見通すことができなくて、

いろいろやってみたらいいものができたということが多いのが実態かと思います。そ

ういった、いろいろやってみるための、私は「偶然の幸運な出会い」と呼んでいるん

ですが、こういったものの機会がどれくらい多く持てるかと。これは数を打たないと、

いつも幸運だというわけにはいきませんので、ある程度、数を打てるように、頻度を

高くできるようにしないといけないと。リニア新幹線はこういったものに関しても、

時間と距離をなくすことによって、我々、遠距離交流も楽になりますし、それから、

偶然な幸運の出会いの可能性も高くすることができるだろうというふうに思います。

それから、リアルタイムビックデータですけれども、リアルタイムビックデータは、

もちろん、データサイエンスの力は必ず必要です。しかしながら、まず、データの共

有がないと、なかなか実際に価値あるものを生み出すことはできません。データをお

互いに出し合って、データとして価値を生むようなものにするためには、やはり、信

頼関係が必要でして、現在、日本でこれが進まないのは、ここの部分の合意形成がな

かなかできないということによるわけですけれども、頻繁に移動して、頻繁に重要な

人達と会うことによって、こういったデータの共有のハードルも下げられるのではな

いかというふうに思っています。それから、データサイエンスはもちろん大事なので

すが、価値を生み出すために、データサイエンスと現場の専門知が出会う必要がある

と。現場の専門知なしに、データを適当に解析した結果だけで価値を持つというのは、

あんまり現実的ではありませんで、私どもの研究室でもいつもそれを言っているので

すが、現場の専門知によって、どういうところに価値が生まれそうかということを仮

説として立ててもらう。それで、出てきた結果について、現場の専門知をもって本当

にそれが妥当なのか、価値があるのかということを評価してもらう。そういったよう

なことがないと価値を生めないわけで、そうすると、これもリニアを使って、例えば、

農業だったら農業の現場とデータサイエンスの現場がつながることによって、価値を
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生み出しやすくなるだろうというふうに思います。 

この中で、皆さんに耳慣れない言葉であり、かつ、スーパー・メガリージョンもし

くは稼げる国土専門委員会のキーワードである、下線を引いたところについて、もう

少しご説明したいと思います。予定調和なき知的対流ということの意味なのですが、

従来は、相対的に見ると、計画的な知的対流が中心だったと。計画的な知的対流とい

うのは、例えば、先ほどの、半導体製造装置をつくるということになると、どういう

メーカーや技術者が参画すべきか、というのは、従来はある程度、予測可能で、プロ

ジェクトの最初からメンバーを決めて、そのメンバーが定期的に集まるということに

よって開発を進めていくというのが普通だったと思います。現在でも、政府のいろい

ろな研究開発プロジェクトの管理はこれに従っていて、本来はもう少し柔軟であるべ

きだと思いますけれども、計画的な知的対流というものに、我々、慣れてきたという

ことです。一方で、先ほどお話ししたように、新しい事業も再定義されて、これまで

なかったようなものを生み出していく、その中には、偶然の出会いによって生み出さ

れる部分もあるということになると、こういう計画的な対流だけでは、今のようなこ

とはできないというふうに考えられます。こちらの、予定調和なきというのは、必ず

しも最初からこのメンバーでやればうまくいくだろうという予想はないということ

です。最初、例えば、この 10 社で走ってみようと、それで、走っている途中に交流が

あって、自然に追加になったり、出て行ったりすると。もしくは交流の中で、アイデ

アだけ入ってくるとか、そういったようなこともあると思いますが、そういった交流

のやり方で進めていかないと、これからのビジネスには対応できないんじゃないかと

いうふうに思います。実際、我々でも視察もしていますけれども、例えば、大阪のグ

ランフロント、行かれた方もあると思いますが、梅田駅に隣接していまして、グラン

フロントにナレッジキャピタルという知的対流の場ができています。今、東京でこう

いった知的対流の場になりつつあるのが、渋谷駅周辺です。渋谷の再開発によって渋

谷駅周辺がそういう場になりつつあります。そういった場は、人の流動が非常に激し

い。大阪にしても、東京にしても、その中でも最も激しい場所にあるわけですが、そ

ういう意味で、対流にとって非常に都合がいいわけですけれども、一方で、コストも

べらぼうに高い場所でして、しかし、そういうコストがべらぼうに高いんだけれども、

そういったところでの予定調和なき対流に価値があるということを象徴的に表して

いるのが、私は、グランフロントのナレッジキャピタルだとか、渋谷に新しくできる

そういった拠点群ではないかというふうに思っています。従来あった一部のサイエン

スパークは、残念ながら、こちらのモデルでできていまして、例えば、中核都市から

１時間かかるということになりますと、準備をして予定しているメンバーにとっては

別に構わないんですが、何となく参加してみようとか、覗いてみようというような人

から見ると、到底、参加しづらいような環境でして、そういったところは、これから

何か考えないと難しくなると。むしろ、人がたくさん集まるこういう場所に知的対流

がシフトしていくと。こういったサイエンスパークには場所があったり、機材があっ

たりするわけですが、それよりも、知識や感性の価値の方が高くなるので、しかも、

どんなメンバーであればいいのかが不透明になる中で、こういう場の方が重視される

ということになるわけです。リニア新幹線は、こういうものに関しては、非常に大き

なポテンシャルを各駅周辺にもたらしてくれるものだと考えられます。 

それから、遠距離交流ですけれども、遠距離交流は、最初の図でも申し上げました
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が、例えば、こういうグループとこういうグループとこういうグループがあったとし

て、この間を横につなぐような、そういったような関係を遠距離交流と呼んでいます。

必ずしも地理的に遠いとは限りませんで、我々も、浜松はフィールド調査を大分しま

したけれども、同じ地域の中でも、全然付き合いのない会社はいっぱいありますので、

皆さんの心理的な距離というふうに考えていただければ正しいかと思います。そうい

った心理的な距離の遠いものをつなぐというのを遠距離交流と呼んでおりまして、こ

ういった中から、先ほど申し上げたような、期待値ビジネスにつながるような、非常

に革新的なイノベーションが起こるということが、イノベーション研究の社会では知

られております。心理的な距離とはいえ、やはり地理的な距離というのは、心理的な

距離も遠くしがちでありますので、こういった遠距離交流を従来よりも低い時間コス

トで行えるようにするというようなことを可能にしてくれるものだというふうに思

います。 

それによって、例えば、これは関東甲信越の企業間のネットワークを模式化したも

のでして、関東甲信越は非常に会社の数が多いので、一つの点がだいたい 100 社くら

いだというふうにお考えください。100 社くらい、取引関係の近いものをまとめてあ

るのですが、これを分解しますとこういうふうになっていまして、それぞれ、分野ご

とに、この辺は光学、自動車、出版だとか印刷、それから、この辺は化学製品だとか

材料系と、こういうふうに、業種ごとにある程度まとまりがあるわけです。でも、こ

の中に、遠距離交流を行っている企業を見つけることもできまして、東成エレクトロ

ビームさんなんかは、ここのグループに属していて、様々なグループと取引関係を持

っていると。この会社は、非常にイノベーティブな会社でよく知られていまして、こ

ういったイノベーティブな活動力を支えているのが、他の人があまり付き合わない、

ちょっと心理的に距離があるグループとの付き合いであります。こういったものが、

この会社のイノベーティブな力を支えているわけであります。繰り返しになりますけ

れども、リニア新幹線ができますと、こういった付き合いも、従来よりも少ない時間

コスト、心理コストでできるようになるかと思います。 

これは成果の例ですけれども、これはアメリカですが、マテリアルサイエンスが古

い工業地帯を変えつつあるんだということが言われております。これは３年前のエコ

ノミストの記事ですけれども、例えば、カーボンナノチューブだとか、グラフェンだ

とか、そういったマテリアルサイエンスの力が古い産業地帯に新しい革新の力を起こ

していると。従来、古い産業地帯はそういった先端科学とのリンクはあまりなかった

わけですけれども、そういったようなリンクが太くなることによって、蘇りつつある

ということが、エコノミストで３年前に報道されています。実際にアメリカに行きま

すと、MIT でも、MIT の中心のドームのすぐ隣にナノセンターというのができあがっ

ていまして、こういったことを踏まえて、従来の製造業を革新する、それから、医療

を革新するなどの動きが急になってきているわけです。こういったのは距離だけでは

なくて、従来、付き合いがあまりなかった間に橋が架かっている、それによって新し

いことが生まれている、そういった典型例であります。 

リニア新幹線への期待をまとめますと、先ほどのようなことを踏まえて、期待した

いことの一つとしては、世界的なビジビリティの向上。ビジビリティが向上すること

によって、先ほどの中でいろいろな影響があるわけですけれども、期待値を発信しや

すくなる。それから、遠距離交流ということを考えると、海外とつながる、つなげら
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れる可能性が高くなると。それから、つながりによってメガリージョンになりますと、

現在の分断された地域よりも域内の多様性は当然に拡大すると。多様性が拡大するこ

とによって、我々は多様性を元に、新しい跳躍的なイノベーション、期待値を形成す

る力も手にすることができます。それから、当然のことながら、知的対流や出会いの

時間に関しては、直接的に、効果として短縮してくれることができます。それから、

最後に、いろいろな地域とつながることによって、新しいソサエティの可能性も出て

くるのではないかと思います。今、東京近辺でも、新幹線ができたことによって、軽

井沢に住んで東京に通勤しているというような新しいスタイルも普通になっており

ますけれども、リニアができると、もっと大きなインパクトで、新しいソサエティの

可能性が芽生えるのではないかというふうに考えています。 

【第２部 リニア中央新幹線を活用した中京圏の対応について】 

こういったことを踏まえて、リニア整備を受けた中京圏の新しい戦略ということに

ついて、最後にまとめていきたいと思います。一つは、この圏域のビジビリティを本

当に高めるためにどうしたらいいかと。ほっといてもある程度は高まると思いますけ

れども、ほっておくだけでは十分な効果にはならないと思います。中京圏としては、

圏域全体の世界的ビジビリティへの貢献をする必要があると。それから、ちょうど真

ん中にありますので、やはり私としては、メガリージョンの外への発信に関しては、

束ね役的な役割を果たしていただきたいというふうに思います。それから、２番目の

多様性の拡大のところなのですが、メガリージョン全体に対する多様性への貢献とい

う意味では、やはりなんと言っても、この地域のものづくりの強みをさらに磨き上げ

ると。それによって、この地域が強くなるだけではなくて、日本全体から見ますと、

日本全体の多様性の拡大にも貢献をするということになります。多様性というのは、

やはり社会の中で感じられて、我々も、産業にも活かしていく力になるというふうに

考えられますので、伝統を活かしつつ、この地域に先進的な社会を実現すると。そう

いった先進的な社会を実現することによって、多くの人が多様な価値を身近に感じら

れるようになると。それが、経済的な新しいものを生み出す力にもつながるというふ

うに考えられます。それから知的対流なのですが、知的対流に関しては、多様な人達

を巻き込んで知的対流をするということになりますと、多くの人に対してやさしい、

カタカナではインクルーシブというふうに呼んでいますけれども、そういった、多く

の人に対して巻き込めるような気風というのが、やはり大事であると思います。イン

クルーシブな気風があるところに人が、特に、創造的な人が集まるということについ

ては、アメリカでは、クリエイティブクラスというふうに言われています。フロリダ

半島の先に、キーウエストがありますけれども、提唱者のリチャード・フロリダによ

ると、キーウエストは一番典型的なクリエイティブクラスが集まる場所であると。そ

こは多くの事に関して、非常に自由な雰囲気、気風があって、それを好んで創造的な

人が集まるというふうに言われています。アメリカと日本は差がありますけれども、

日本的な意味でのインクルーシブな気風があることによって、この中京圏は、多様な

ものをメガリージョンの中から取り込むことができるかと思います。それから、知的

対流の方では、従来とは違う、予定調和ないということにポイントを置いた対流拠点

をつくっていくことが重要ではないかと思います。それから、メガリージョンの可能

性を活かす遠距離交流という意味では、日本の国土は、後で地図をお見せしますけれ
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ども、リニア新幹線によって中央部が折りたたまれるというふうに考えることもでき

ます。そういった、折りたたまれた左右の地域との連携を強化すると。例えば、この

中京圏にない代表的な産業が左右にあるような場合、そういったところとの連携強化

に関しては、時間的にみて相当大きな節約になる、ハードルが下がるということにな

ります。それから、遠距離交流をするのは、やはり役所ではなくて、政府でもなくて、

先ほどお話したような遠距離交流に力のある企業群であります。私は、これをコネク

ターハブと先ほど呼びましたけれども、経済産業省の方では、最近、「地域未来牽引企

業」ということを提起しまして、去年、2100 社選定をしていますけれども、そういっ

たような遠距離交流力の高い企業を育成することによって、この地域が自立的に多く

のものを取り込んでいく、つながっていくと、そういった力を生むことになるかと思

います。それから、リアルデータに関しては、データドリブンの協働ということで、

地域の中での信頼関係を活かして、データを共有し、共同活用するということの合意

形成を早く進めるということが重要かというふうに思います。こういったリニアの整

備を受けて、ここに挙げたような方策を同時に、これから 10 年弱の間に進めること

によって、2027 年の景色に自然にマッチするような中京圏になるのではないかと私

は考えております。 

あと、補足ですが、一つは、そうは言っても、やはりものづくりの足場への重要性

というのが、現在でも重要なものとして認識しておく必要があります。なんと言って

も多様性の中で、中京圏の貢献は、ものづくりの力を磨くということであろうかと思

います。今、AI、IoT のプラットフォームビジネスが世界を席巻しているわけですけ

れども、しかしながら、これもエコノミストの記事ですけれども、一方で、何らかの

フィジカルな部分に対して優位性を持っていることが、AI や IoT のプラットフォー

ムの差別化にもつながるというふうにこの記事では書かれています。私もその通りだ

と思っていまして、この中京圏は、AI や IoT の新しい気風を取り込みつつ、それに対

して、フィジカルな強みを連結させるというような戦略をとることによって、2027 年

に備えられるんじゃないかというふうに思っています。そのために、足りない部分に

ついては、メガリージョンの中で取り入れていくということが大事かと思います。 

これが最後のスライドになりますけれども、先ほど申し上げた、左右との連結なの

ですが、大阪まで開通しますと、ここからここの幅が、時間距離で見るとすごく狭く

なって、ここの部分が折りたたまれたというふうに考えていいのではないかと思いま

す。折りたたまれたということは、この真ん中から見ると、左右とつながりやすくな

るということですし、それから外から見ると、東から見ると西とつながりやすいし、

逆も然りということになるわけです。こういう中で、当然、何度か繰り返しています

けれども、こういったことは、チャンスはもちろんもたらしてくれるのですが、一方

で脅威もあります。チャンスと脅威は裏表でして、ほっておくと、逆に他の地域から

見ると近くなりますので、他の地域に持って行かれるという脅威も当然あるわけです。

その中で、今日、私が申し上げたのは、2027 年を見越して先に行動し、2027 年の景

色に合った中京圏を先につくることによって、このチャンスと脅威の中のチャンスを

中京圏で花開くような方向に持って行くということが大事なのではないかというふ

うに思います。 

だいたい時間になりましたので、講演の方は以上で終わらせていただきます。あり

がとうございました。 
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